
【 例 会 予 定 】 

9 月 16 日(水) クラブフォーラム（未来計画） 

9月 23 日(水) 休会 

9 月 30 日(水) 新入会員歓迎会、①会員スピーチ 

【 地区・分区・その他関連行事 】 

9 月 18 日(金) 県北第一分区ガバナー歓迎晩餐会（ｸｰﾗｸｰﾘｱﾝﾃ） 

9 月 19 日(土) 学友・平和フェローシップ委員会セミナー 

9月 26 日(土) 職業奉仕委員会セミナー 

次回 9 月 9日（水）第 9 回例会プログラム 

1.開会点鐘      2.ロータリーソング 

3.四つのテスト    4.来訪者紹介と会長挨拶 

5.スマイリングボックス報告 6.米山奨学金授与  

7.社会・国際奉仕委員会セミナー報告 

8.ゲストスピーチ 大和田 新 氏 

 9.幹事報告     

10.閉会点鐘 

 

会員 73 名中 50 名出席 68.49％ 

       修正 61 人     83.56％ 

メイクアップ 11 名 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆会長挨拶  松﨑 弘昭 会長                      

9 月はロータリーで言えば、基本的教育と識字率向上月間・ロータリーの友月間

になります。地域社会で基本的教育を普及し、成人識字率の向上、教育における  

男女格差を減らすための活動などをする月間です。また、「ロータリーの友月間」

として、雑誌の購読や記事紹介を会員に強調する月間でもあります。 

今日は、当初の予定ではロータリーの友の読みどころを紹介する予定でしたが、

時間の関係で、16 日の例会にその場を移し、先週のクラブフォーラムでグループ

討議をした結果を発表していただくことでプログラムを変更させて頂きました。 

さて、日本では、かつて難しい日本語をカタカナ、或いはローマ字に統一しようという動きがありました。

母国語というのは、その国の長い歴史の中から生まれてきたもので、日本人のアイデンティティそのもので

あります。便利で合理的なものを求める時は、必ず、そうすることで失うものを同時に考え、そのバランス

の中で進めなければならないと思います。韓国では、ハングル文字が使われるようになって、韓国の国民が

失ったものは大きいとも言われているようです。何事も易きに走ることには慎重になければならないし、 

豊かになった社会では、常に世の中の反面を見ていくことも大事なことではないでしょうか。 

今日は、この後、福島成蹊高校の３名の生徒さんに奨学金の授与と作文の発表、そして、地区会員増強・

拡大・ロータリー情報委員会委員長の江花さんによるゲストスピーチなど盛りだくさんのプログラムに  

なっております。良いお話をご拝聴出来ることを楽しみにして本日の会長挨拶とさせて頂きます。 

 

会員の広場：松﨑会長雑感 
私の常識が、当たり前でないように、あなたの常識も当たり前ではありません。その相対する当たり前を「許す」という心の 

許容範囲を広げていくことが、人生の勉強であり、生きて行く目的かも知れない。 

 

 

 

 

 

 

※この広場は会員からの楽しい情報、役に立つ情報など掲載してまいります。是非、会報委員へお声がけ下さい。 

第８回例会 

 2020.９.2  

     

◆誕生祝い        親睦活動委員会（進行役 高橋 実 委員）    

國井  元  会員（9月 5 日生まれ） 

大野  順道 会員（9 月 8 日生まれ） 

松山 敏博 会員（9月 8 日生まれ） 

渡辺 雅浩 会員（9月 21 日生まれ） 

青野 浩文 会員（9月 13 日生まれ） 

恵理 紀之 会員（9月 3 日生まれ） 

◆福島成蹊高等学校奨学金授与                       

                  

▼奨学生 3 名の皆さんには、それぞれ＜私の夢＞を発表していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ゲストスピーチ 地区会員増強・拡大・ロータリー情報委員会委員長 江花 祥雄 様      

ゲストスピーチは地区会員増強･拡大･ロータリー情報委員会委員長の 

江花祥雄様より、会員増強・拡大・ロータリー情報委員会活動計画に  

ついて今年度の重点目標や、会員増強の方策、成功事例などをふまえた  

スピーチをいただきました。 

所々にご自身の体験談や、経験談、ロータリー活動で起きた出来事、 

特に地元猪苗代でのエピソードなどとても感銘を受けました。 

本当にありがとうございました。 

 

事務局：〒960-8151 福島県福島市太平寺字過吹 6-2 ｻﾞ･ﾒｲﾌｧｲﾌﾞ 1F2 号室 TEL:024-546-3793 FAX:024-545-7878 

HP：http://www.inaka.ne.jp/f-southrotary MAIL：f-southrotary2530@inaka.ne.jp 

例会場：クーラクーリアンテ (旧ｻﾝﾊﾟﾚｽ福島) 〒960-8101 福島県福島市上町 4-30 TEL:024-523-3811(代) FAX:024-523-0375 

3 年 金山 歩夢さん 

一度に多くの方を救う 

「医療機器の開発」をしたい！ 

2 年 佐藤 宮実さん 

中高で大変お世話になり 

憧れた「教師」になりたい！ 

1 年 佐久間 雛さん 

スポーツマンを支える 

「栄養士」になりたい！ 

＜本田哲朗校長先生のコメント＞ 

奨学金をいただいた 3 名は本校の模範

となる子たちです。 

将来、皆様のお気持ちに応えられ、 

地域貢献ができるよう指導して行きます

のでよろしくお願い致します。 


